国語科学習指導案
指導者　

１．日　時　　　　　２００８年１２月１２日（金）５校時
２．学年・組　　　　第６学年　組（男子　　名　女子　　名　計　　名）
３．単元名　　　　　『やまなし』　資料『イーハトーブの夢』
　　　　　　　　　　補助教材『雨ニモマケズ』

４．単元目標

　　○描かれた情景を賢治特有の表現をもとに自分なりに想像しながら、作品の世界を味わう。
　　○宮沢賢治の理想や人柄について、資料や他作品を通して考える。
５．指導にあたって

　　　本学級の子どもたちは、比較的読書活動が好きで、特に本校で月に一週間取り組んでいる朝の10分間読書は黙々と読書している。ただ、読んでいる本も個々によってずいぶんと違いがあり、普段から文字に親しんでいる児童とそうではない児童とでは、読み取りの力にも差があるように感じる。また、読書は、読み取る力だけでなく、作文を書くうえでの、文法力や表現方法にも密接に関係しており、本をたくさん読んでいる児童は、読書活動の中から自然と文法力や表現方法を身につけているように感じる。
　　　本単元は、宮沢賢治の物語『やまなし』と、資料として添えられた宮沢賢治の伝記『イーハトーブの夢』から成っている。さらに、補助教材として賢治の理想が描かれた『雨ニモマケズ』を設定した。『やまなし』は、比喩表現や擬声語・擬態語など、宮沢賢治の独特な表現（オノマトペ）が駆使された作品である。
　　　本教材では、まず宮沢賢治独自の描写表現にふれ、そこから自由に想像をふくらませ、今まで培ってきた個々の描写表現を読む力を発揮させながら、『やまなし』の世界を考えさせたい。その中で児童には、一つひとつの言葉を味わわせ、言葉の感覚を豊かにさせたい。さらに、「五月」と「十二月」の世界を対比しながら読むこと、資料『イーハトーブの夢』を読むことから、賢治がこの作品に込めた願いを読み取らせたい。また、『イーハトーブの夢』を宮沢賢治文学に親しむきっかけにし、この授業では、宮沢賢治の作品の中から『雨ニモマケズ』を選び紹介する。そして、そこから読み取れる作者の思いや願いに迫らせたい。

６．指導計画（全12時間）

　第１次　第１時　　『やまなし』を読んで初発の感想を持つ。
　　　　　第２時　　 「五月」「十二月」の二つの場面を読み比べ学習課題を考える。
　　　　　第３･４時　作者独特の表現方法に着目しながら「五月」の世界を読み取る。
　　　　　第５･６時　「五月」で読み取ったことをもとに、「十二月」の世界を川の様子やかにの親子の行動に着目しながら読み取る。

　第２次　第１時　　 資料『イーハトーブの夢』を読み、賢治の歩んだ人生を知る。
　　　　　第２時　　 『やまなし』にこめられた賢治の思いや願いを考え出し合う。
　　　　　第３時　　 宮沢賢治の『雨ニモマケズ』を読み、難語句の意味を知る。
　　　　　第４時　　 『雨ニモマケズ』を通して、宮沢賢治の理想とした人間像について考える。（本時）
　　　　　第５時　　　宮沢賢治の他作品を読む。

　　　　　第６時　　　自分の読んだ他作品を紹介しあう。

７．本時の目標

　　○『雨ニモマケズ』を通して、賢治の理想とした人間像について考える。
　　○自分の考えを発表する。

８．利用機材

　　　プロジェクタ、パソコン、スクリーン
９．本時の学習
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